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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の選択可能な組成物から選択可能である組成物の製造方法であって、
　少なくとも１つの酸濃縮物を酸保存容器に保存する工程と、
　酸分解性成分濃縮物を含む複数の酸分解性成分を複数の成分保存容器のそれぞれに保存
する工程と、
　組成物の要求を受信する工程と、
　前記組成物の前記選択に応答して、前記少なくとも１つの酸濃縮物及び前記複数の酸分
解性成分のうちの１つ又は複数が一緒に混合されて、前記少なくとも１つの酸濃縮物及び
前記複数の酸分解性成分のうちの１つ又は複数を含む前記組成物を形成するように、前記
酸保存容器からの前記少なくとも１つの酸濃縮物と、前記複数の成分保存容器の各容器か
らの前記複数の酸分解性成分のうちの１つ又は複数の組合せとを自動的に分配する工程と
、
を含み、
　前記選択可能な組成物の数は、保存されている前記酸濃縮物及び前記酸分解性成分の合
計数を上回り、
　前記組成物は、飲料である、方法。
【請求項２】
　前記自動的に分配する工程が、前記組成物を長期間保存せずに最終消費者が前記組成物
を消費するために、前記少なくとも１つの酸濃縮物及び前記複数の酸分解性成分のうちの
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１つ又は複数が一緒に混合されて前記組成物を形成するように実行される、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの酸濃縮物と前記複数の酸分解性成分のうちの１つ又は複数との前
記混合が、容器内又はその近傍の生成ポイントで前記少なくとも１つの酸濃縮物と前記複
数の酸分解性成分のうちの１つ又は複数が一緒に混合されて、前記組成物を形成するよう
に、前記酸保存容器からの前記少なくとも１つの酸濃縮物と、前記複数の成分保存容器の
各容器からの前記複数の酸分解性成分のうちの１つ又は複数とを分配することを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの酸濃縮物が、前記組成物中に、前記組成物の体積部分と前記少な
くとも１つの酸濃縮物の体積部分とに基づいて３００：１から７５：１の範囲の比率で存
在するように、前記少なくとも１つの酸濃縮物が混合されて、前記組成物を形成する、請
求項１に記載の方法。
【請求項５】
　複数の選択可能な飲料から選択された飲料を提供する方法であって、
　いくつかの非甘味料飲料成分濃縮物をいくつかの飲料成分保存容器（Ｃ１，Ｃ２，．．
．，ＣＮ）のそれぞれに別個に保存する工程であって、前記非甘味料飲料成分濃縮物の数
が２つ以上である工程と、
　前記選択飲料の要求を受信する工程と、
　前記選択飲料の前記選択に応答して、前記非甘味料飲料成分濃縮物と前記希釈剤の前記
組合せが一緒に混合されて、前記非甘味料飲料成分濃縮物と前記希釈剤の前記組合せを含
む前記選択飲料を形成するように、前記個々の飲料成分保存容器からの前記いくつかの非
甘味料飲料成分濃縮物のうちの少なくとも２つ以上と希釈剤との組合せを、前記分配飲料
の体積に対して所定の比率で連続的に容器に自動的に分配する工程とを含む方法。
【請求項６】
　前記非甘味料飲料成分濃縮物の数が、３つ以上である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記いくつかの非甘味料飲料成分濃縮物のうちの少なくとも１つが、食用酸濃縮物を含
み、前記いくつかの非甘味料飲料成分濃縮物のうちの少なくとも１つが、食用酸分解性飲
料成分濃縮物を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの非甘味料飲料成分濃縮物が、前記飲料中に、前記飲料の体積部分
と前記少なくとも１つの非甘味料飲料成分濃縮物の体積部分とに基づいて３００：１から
７５：１の範囲の比率で存在するように、前記少なくとも１つの非甘味料飲料成分濃縮物
が混合されて、前記飲料を形成する、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　複数の選択可能な飲料から選択された飲料を選択的に調製する装置（１０）であって、
　第１の酸濃縮物を保存する第１の酸保存容器（Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮ）と、
　複数の個々の酸分解性飲料成分を保存する複数の飲料成分保存容器（Ｃ１，Ｃ２，．．
．，ＣＮ）と、
　前記複数の選択可能な飲料から前記選択飲料を選択するユーザインタフェースと、
　ユーザによる前記ユーザインタフェースを通した前記選択飲料の選択に応答して、前記
第１の酸濃縮物と前記複数の酸分解性飲料成分のうちの１つ又は複数が一緒に混合されて
、前記第１の酸濃縮物及び前記複数の酸分解性飲料成分のうちの１つ又は複数を含む前記
選択飲料を形成するように、前記第１の酸保存容器からの前記第１の酸濃縮物と、前記複
数の飲料成分保存容器の各容器からの前記複数の酸分解性飲料成分のうちの１つ又は複数
の組合せを容器（２２）に自動的に分配するディスペンサと、
を備え、
　前記選択可能な組成物の数は、保存されている前記酸濃縮物及び前記酸分解性成分の合
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計数を上回る、装置。
【請求項１０】
　前記飲料を長期間保存せずに最終消費者が前記飲料を消費するために、前記少なくとも
１つの第１の酸濃縮物と、前記複数の酸分解性飲料成分のうちの１つ又は複数が一緒に混
合されて、前記飲料を形成するように、前記ディスペンサが、前記少なくとも１つの第１
の酸濃縮物、及び前記複数の酸分解性飲料成分のうちの１つ又は複数を分配する、請求項
９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１の酸濃縮物を含む複数の個々の酸を保存するために、前記第１の酸保存容器を
含む複数の酸保存容器（Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮ）をさらに備え、
　前記ディスペンサが、ユーザによる前記ユーザインタフェースを通した前記選択飲料の
選択に応答して、前記複数の酸濃縮物のうちの１つ又は複数と、前記複数の酸分解性飲料
成分のうちの１つ又は複数とが一緒に混合されて、前記複数の酸濃縮物のうちの１つ又は
複数と、前記複数の酸分解性飲料成分のうちの１つ又は複数とを備える前記選択飲料を形
成するように、前記複数の酸保存容器（Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮ）の各容器からの前記
複数の酸濃縮物のうちの１つ又は複数と、前記複数の飲料成分保存容器（Ｃ１，Ｃ２，．
．．，ＣＮ）の各容器からの前記複数の酸分解性飲料成分のうちの１つ又は複数とを自動
的に分配するように構成され、配置される、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　複数の選択可能な飲料から選択された飲料を選択的に調製する装置（１０）であって、
　いくつかの非甘味料飲料成分濃縮物を別個に保存するための対応する数の飲料成分保存
容器であって、前記非甘味料飲料成分濃縮物の数が２つ以上である飲料成分保存容器（Ｃ
１，Ｃ２，．．．，ＣＮ）と、
　前記複数の選択可能な飲料から前記選択飲料を選択するユーザインタフェースと、
　ユーザによる前記ユーザインタフェースを通した前記選択飲料の選択に応答して、前記
非甘味料飲料成分濃縮物と希釈剤が一緒に混合されて、前記いくつかの非甘味料飲料成分
濃縮物及び前記希釈剤の組合せを含む前記選択飲料を形成するように、前記飲料成分保存
容器（Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮ）の各容器からの前記いくつかの非甘味料飲料成分濃縮
物のうちの少なくとも２つ以上と前記希釈剤との前記組合せを、前記分配飲料の体積に対
して所定の比率で容器（２２）に連続的に自動的に分配するディスペンサと、
を備える装置。
【請求項１３】
　前記いくつかの非甘味料飲料成分濃縮物のうちの少なくとも１つが、食用酸濃縮物を含
み、前記いくつかの非甘味料飲料成分濃縮物のうちの少なくとも１つが、食用酸分解性飲
料成分濃縮物を含む、請求項１２に記載の装置（１０）。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの非甘味料飲料成分濃縮物が、前記飲料中に、前記飲料の体積部分
と前記少なくとも１つの非甘味料飲料成分濃縮物の体積部分とに基づいて３００：１から
７５：１の範囲の比率で存在するように、前記少なくとも１つの非甘味料飲料成分濃縮物
が混合されて、前記飲料を形成する、請求項１２に記載の装置（１０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つの第１の成分、及び第１の成分によって分解可能な少なくと
も１つの第２の成分を含む組成物の製造に関し、特に、少なくとも１つの第１の成分及び
第１の成分によって分解可能な複数の第２の成分のうちの１つ又は複数を含む種々の組成
物の分配に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、酸成分及び酸分解性成分を含むいくつかの組成物は、エンドユーザが使用す
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る時に新鮮であるか、又は新鮮度の特徴を有することが望ましい。このような組成物の例
は、消費する前に長期間にわたって包装され、保存されるか、又は飲料を形成して、その
後にエンドユーザによって消費されるために混合する前に、長期間にわたって保存される
飲料成分から作成されるいくつかの飲料を含む。特定の例は炭酸清涼飲料で、これは、一
般に、酸成分及び酸分解性成分を含む。より一般的には、他の組成物は、第１の成分及び
第２の成分を含むことができ、第２の成分が第１の成分によって分解可能である。本明細
書では、「分解性の」という用語は、第２の成分が第１の成分と反応する能力を意味する
。例えば、第２の成分は、第１の成分と化学反応して、化学的に異なる組成物を形成する
ことが可能である。
【０００３】
　また、エンドユーザが使用するために、要求に応じて混合することができる多種多様な
組成物がある。例えば、現代の飲料市場では、多種多様な飲料フレーバー及び製品に対す
る要求が増大している。シロップ及びカフェインを含有する従来のコーラ飲料に加えて、
人工甘味料入り飲料、ノンカフェイン飲料、ノンカロリー飲料、低カロリー飲料、低炭酸
飲料、及びライム又はバニラ風味のコーラなどのマルチフレーバーの飲料に対する要求が
ある。飲料産業は、消費者の嗜好を満足するために、予め混合し、包装した多種多様な製
品を生産することによって、この要求に対応している。
【０００４】
　ポストミックス式又は噴水式飲料市場では、従来のディスペンサは、甘味料入りフレー
バー濃縮物（「シロップ」とも呼ぶ）と炭酸水などの希釈剤を混合して、ポストミックス
式飲料を形成する２種混合システムである。一般的に、これらのディスペンサは、分配さ
れる飲料のフレーバー毎に１つのディスペンサノズル及び関連する弁を有する。したがっ
て、特に、異なるフレーバーに同一のノズルを使用すると、飲料から飲料へとフレーバー
が持ち越される可能性があるので、所与のディスペンサにおける飲料選択肢の数は、使用
可能なノズルの数によって制限される。
【０００５】
　参照により全体を本明細書に明示的に組み込むものとする米国特許第４，７５３，３７
０号は、複数のフレーバー濃縮物を有する甘味料なしフレーバー濃縮物アセンブリ、甘味
料シロップアセンブリ、及び炭酸水などの希釈剤アセンブリを含む３種混合飲料分配シス
テムを開示している。各フレーバー濃縮物は、甘味料シロップ及び希釈剤を除く全ての飲
料成分を含む。フレーバー濃縮物の１つ、すなわち、甘味料シロップと希釈剤を一緒に混
合して、ポストミックス式飲料を形成する。混合はノズル構造の外側で実行される。その
結果、ノズル内でフレーバーを持ち越さずに、多種多様な飲料フレーバーの混合に共通の
ノズルを使用することができる。しかし、各飲料選択肢は、別個の各フレーバー濃縮物を
有していなければならない。それ故、分配できる飲料の数は、フレーバー濃縮物の数に相
当し、それに依存する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、使用可能な構成要素の数に関係なく、より多様な組成物及び飲料を製造し
、分配する方法及び装置が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示は、酸保存容器に少なくとも１つの酸を保存する工程と、成分保存容器に少なく
とも１つの酸分解性成分を保存する工程と、酸保存容器からの酸と成分保存容器からの酸
分解性成分を混合する工程とを含む組成物製造方法に関する。酸と酸分解性成分が混合さ
れて、酸及び酸分解性成分を含む組成物を形成する。
【０００８】
　特に、本開示は、また、複数の選択可能な飲料から選択された飲料を提供する方法を含
む。この方法は、いくつかの非甘味料飲料成分濃縮物をいくつかの飲料成分保存容器のそ
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れぞれに別個に保存する工程であって、非甘味料飲料成分濃縮物の数は２つ以上である工
程と、選択飲料の要求を受信する工程と、選択飲料の選択に応答して、非甘味料飲料成分
濃縮物と希釈剤との組合せが一緒に混合されて、非甘味料飲料成分濃縮物と希釈剤との組
合せを含む選択飲料を形成するように個々の飲料成分保存容器からのいくつかの非甘味料
飲料成分濃縮物のうちの少なくとも２つ以上と希釈剤との任意の組合せを、分配飲料の任
意の体積に対して所定の比率で連続的に容器に自動的に分配する工程とを含む。
【０００９】
　また、本開示は、複数の選択可能な飲料から選択飲料を選択的に調製する装置を含む。
この装置は、第１の酸を保存する第１の酸保存容器と、複数の個々の酸分解性飲料成分を
保存する複数の飲料成分保存容器と、複数の選択可能な飲料から選択飲料を選択するユー
ザインタフェースと、ユーザによるユーザインタフェースを通した選択飲料の選択に応答
して、第１の酸と複数の酸分解性飲料成分のうちの１つ又は複数が一緒に混合されて、第
１の酸及び複数の酸分解性飲料成分のうちの１つ又は複数を含む選択飲料を形成するよう
に、第１の酸保存容器からの第１の酸と、複数の飲料成分保存容器の各容器からの複数の
酸分解性飲料成分のうちの１つ又は複数を容器に自動的に分配するディスペンサと、を備
える。
【００１０】
　さらに、本開示は、複数の選択可能な飲料から選択された飲料を選択的に調製する装置
を含む。この装置は、いくつかの非甘味料飲料成分濃縮物を別個に保存するための対応す
る数の飲料成分保存容器であって、非甘味料飲料成分濃縮物の数が２つ以上である飲料成
分保存容器と、複数の選択可能な飲料から選択飲料を選択するユーザインタフェースと、
ユーザによるユーザインタフェースを通した選択飲料の選択に応答して、非甘味料飲料成
分濃縮物と希釈剤が一緒に混合されて、いくつかの非甘味料飲料成分濃縮物と希釈剤との
任意の組合せを含む選択飲料を形成するように、飲料成分保存容器の各容器からのいくつ
かの非甘味料飲料成分濃縮物のうちの少なくとも２つ以上と希釈剤との組合せを、分配飲
料の任意の体積に対して所定の比率で連続的に容器に自動的に分配するディスペンサと、
を備える。
【００１１】
　本発明の他の目的、特徴及び利点は、以下の詳細な説明、図面及び請求の範囲から明白
になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以上で要約したように、本開示は、組成物を製造する方法、複数の選択可能な飲料から
選択飲料を提供する方法、及び複数の選択可能な飲料から選択された飲料を選択的に調製
する装置を含む。本発明の実施形態により提供される方法及び装置は、飲料などの新鮮な
組成物をエンドユーザに提供し、また、種々の飲料を消費者に分配する方法及び装置を提
供する。実施形態を以下で詳細に説明し、図１で図示する。
【００１３】
　本発明は、飲料、モータ油、ガソリン、洗浄液又は混合物、化粧品、顔料、又はインク
を含むが、これに限定されない種々の組成物の製造に使用することができる。一般的に、
酸と酸分解性成分とを含む組成物は、本発明の特定の実施形態により製造することができ
る。また、本発明の実施形態は、例えば、固体、液体、気体、ゲル、コロイド、固体／流
体の混合物又は懸濁物、及び液体／気体の混合物又は溶液を含む組成物の製造に使用する
ことができる。
【００１４】
　組成物を製造する方法の特定の実施形態は、酸保存容器に少なくとも１つの酸を保存す
る工程と、成分保存容器に少なくとも１つの酸分解性成分を保存する工程と、組成物を形
成するために、酸と酸分解性成分を一緒に混合する工程とを含む。本明細書では、「酸分
解性成分」という用語は、成分が少なくとも１つの酸と反応可能であるという意味である
。制限なしに、酸及び酸分解性成分は、化学反応（例えば、酸化又は還元）するか、又は
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分子間相互作用を有する（例えば、水素結合を形成する、イオン結合を形成する、双極子
－双極子相互作用を有する）ことができる。例えば、飲料組成物に関して、酸分解性成分
は、酸と化学反応して、飲料組成物を形成するために両方が混合された場合に、飲料組成
物の味を変化させる。
【００１５】
　酸と酸分解性成分は、組成物を形成する前に相互から別個に保存されるので、保存中に
酸が酸分解性成分を分解せず、それ故、組成物は新鮮度が向上し、組成物がまだ新鮮な間
にエンドユーザが使用するのに適切である。本明細書では、「新鮮」という用語は、組成
物の生成からそれほど時間が経過していないという意味である。例えば、飲料組成物に関
して、新鮮とは、飲料の生成から、すなわち、酸と酸分解性成分が混合した後、短時間以
内という意味である。例えば、酸と酸分解性成分との混合は、最終消費者による消費の時
間に近くすることができる。特定の実施形態では、酸は、組成物の分配先の容器内、又は
その近傍の生成ポイントで、酸分解性成分と混合することができる。
【００１６】
　他の実施形態では、組成物の製造方法は、他の成分を別個に保存する工程と、次に、組
成物を形成するために、別個に保存した成分を混合する工程とを含むことができる。例え
ば、組成物の製造方法は、ベース保存容器に少なくとも１つのベースを保存する工程と、
成分保存容器に少なくとも１つのベース分解性成分を保存する工程と、ベース保存容器か
らの少なくとも１つのベースと、少なくとも１つのベースと少なくとも１つのベース分解
性成分が一緒に混合されて、少なくとも１つのベース及び少なくとも１つのベース分解性
成分を含む組成物を形成するように、成分保存容器からの少なくとも１つのベース分解性
成分を混合する工程とを含む。その結果、本発明は、ベース及びベース分解性成分を含む
任意の組成物を製造するために使用することができる。
【００１７】
　種々の他の実施形態では、別個に保存された成分は、例えば、遊離基成分及び遊離基分
解性成分、加熱成分及び加熱分解性成分、発光成分及び光分解性成分、又は放射線放出成
分及び放射線分解性成分を含むことができる。より一般的には、本発明の実施形態のため
に別個に保存し、次に組成物を形成するために混合するのに適切な成分の例は、任意の分
解成分、及び任意の分解成分によって分解可能な任意の成分を含む。本明細書では、「分
解性の」という用語は、分解成分が分解性成分と反応する能力を意味する。例えば、分解
性成分は、モータ油組成物中の分解成分と化学反応するか、又は分子間相互作用して、形
成されたモータ油組成物の粘度を変化させることができる。
【００１８】
　特定の実施形態では、組成物は、１つ又は複数の食用酸及び１つ又は複数の食用酸分解
性飲料成分を含むが、これに限定されない飲料を含むことができる。少なくとも１つの食
用酸が酸保存容器に保存され、同様に少なくとも１つの食用酸分解性飲料成分が成分保存
容器に保存される。本発明の実施形態に適切な食用酸の例としては、リン酸、乳酸、クエ
ン酸、フマル酸、酒石酸、リンゴ酸、アスコルビン酸又はその組合せが挙げられるが、こ
れに限定されない。本発明の実施形態に適切な食用酸分解性飲料成分の例としては、フレ
ーバー油、フレーバー化学物質、天然フレーバー抽出物、キャラメル、保存料、カフェイ
ン、カロリー甘味料（例えば、天然及び人工）、ノンカロリー甘味料（例えば、天然及び
人工）、ビタミン、及びその組合せが挙げられるが、これに限定されない。本発明の方法
で製造できる飲料の例としては、炭酸及び非炭酸清涼飲料、コーヒー、茶、果物及び野菜
のジュース、飲料、ジュース飲料、アイソトニック飲料及び非アイソトニック飲料、及び
フレーバー入り水飲料が挙げられるが、これに限定されない。
【００１９】
　上記実施形態では、飲料を形成するために食用酸と食用酸分解性飲料成分とを混合する
前に、食用酸と食用酸分解性飲料成分を別個に保存すると、保存中に食用酸分解性飲料成
分を分解せずに、飲料を最終消費者に送出することができる。強化することができる飲料
特性の例としては、甘味、「異臭」がないこと、品質、味又はフレーバーの芳醇性、香気
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、風味、及び触感が挙げられるが、これに限定されない。
【００２０】
　代替実施形態では、新鮮さを強化したジュース飲料は、後で最終消費者が使用するため
にジュース飲料をグラス又はカートンパッケージに分配する直前に、ジュース飲料を形成
するために食用酸と食用酸分解性飲料成分を混合することによって製造することができる
。この方法で、「異臭」を低減させるか、又は消去することができる。何故なら、最終消
費者がジュース飲料を消費する前に、食用酸と食用酸分解性飲料成分が反応して、ジュー
ス飲料の望ましい特性を分解する時間が少ないからである。
【００２１】
　この組成物製造方法は、瓶詰め工場の用途、ポストミックス式用途、店内の用途、及び
自動販売機の用途など、製造用途に使用することができる。例えば、瓶詰め工場の飲料用
途では、最終消費者が使用するために食用酸と食用酸分解性飲料成分をその別個の保存容
器から瓶、缶、箱、袋、又は他のパッケージに分配することによって、１つ又は複数の食
用酸、１つ又は複数の食用酸分解性飲料成分から飲料を形成することができる。別の実施
形態では、ポストミックス式飲料は、例えば、カップ又はグラス内又はその近傍に食用酸
と食用酸分解性飲料成分を分配することによって、１つ又は複数の食用酸及び１つ又は複
数の食用酸分解性飲料成分から形成することができる。
【００２２】
　特定の実施形態では、酸は酸濃縮物を含むことができる。例えば、酸は、食用酸濃縮物
を含むことができる。同様に、酸分解性成分は、特定の実施形態の酸分解性成分濃縮物を
含むことができる。例えば、酸分解性成分は、食用酸分解性飲料成分濃縮物を含むことが
できる。
【００２３】
　特定の実施形態では、酸濃縮物と酸分解性成分との混合は、少なくとも１つの酸濃縮物
が組成物中に、組成物の体積部分と少なくとも１つの酸濃縮物の体積部分とに基づいて約
１，０００，０００：１から約５：１の範囲の比率で存在するように実行することができ
る。特に、少なくとも１つの酸濃縮物は組成物中に、組成物の体積部分と少なくとも１つ
の酸濃縮物の体積部分とに基づいて約２，０００：１から約７５：１の範囲の比率で存在
する。特に、少なくとも１つの酸濃縮物は組成物中に、組成物の体積部分と少なくとも１
つの酸濃縮物の体積部分とに基づいて約３００：１から約７５：１の範囲の比率で存在す
る。また、酸濃縮物と酸分解性成分濃縮物との混合は、少なくとも１つの酸分解性成分濃
縮物が組成物中に、組成物の体積部分と少なくとも１つの酸分解性成分濃縮物とに基づい
て約１，０００，０００：１から約５：１の範囲の比率で存在するように実行することが
できる。特に、少なくとも１つの酸分解性成分濃縮物は組成物中に、組成物の体積部分と
少なくとも１つの酸分解性成分濃縮物の体積部分とに基づいて約２，０００：１から約７
５：１の範囲の比率で存在する。特に、少なくとも１つの酸分解性成分濃縮物は組成物中
に、組成物の体積部分と少なくとも１つの酸分解性成分濃縮物の体積部分とに基づいて約
３００：１から約７５：１の範囲の比率で存在する。
【００２４】
　しかし、他の実施形態では、酸濃縮物と酸分解性成分濃縮物との混合は、少なくとも１
つの酸濃縮物が組成物中に、５：１より緩やかな比率で存在するように実行することがで
きることを理解されたい。同様に、酸濃縮物と酸分解性成分濃縮物との混合は、少なくと
も１つの酸分解性成分濃縮物が組成物中に、５：１より緩やかな比率で存在するように実
行することができることを理解されたい。
【００２５】
　最高１，０００，０００：１の組成物と酸との比率、及び組成物と酸分解性成分との比
率を使用して組成物を生成することができると、使用する酸及び酸分解性成分の体積を、
同じ体積の組成物を製造するために、これより低い比率を使用した場合に必要とした体積
よりも小さくすることができる。酸及び酸分解性成分の必要な体積が小さくなると、その
結果、例えば、保存及び輸送の費用が低減する。さらに、特定の実施形態では、組成物と
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酸の比率及び組成物と酸分解性成分との比率は、個々の保存容器が、容積が等しい場合に
同時に空になるか、又は所定の間隔で空になるように一致させることができる。
【００２６】
　他の実施形態では、組成物を複数の選択可能な組成物から選択することができ、この方
法は、さらに、複数の成分保存容器のそれぞれに複数の酸分解性成分を保存する工程と、
組成物の要求を受信する工程と、組成物の選択に応答して、酸と１つ又は複数の酸分解性
成分が一緒に混合されて、組成物を形成するように、少なくとも１つの酸及び１つ又は複
数の酸分解性成分を自動的に分配する工程と、を含むことができる。さらに他の実施形態
では、組成物を複数の選択可能な組成物から選択することができ、この方法は、さらに、
複数の個々の酸容器に複数の酸を保存する工程と、複数の個々の成分保存容器に複数の酸
分解性成分を保存する工程と、組成物の要求を受信する工程と、組成物の選択に応答して
、１つ又は複数の酸と１つ又は複数の酸分解性成分が一緒に混合されて、組成物を形成す
るように、１つ又は複数の酸及び１つ又は複数の酸分解性成分を自動的に分配する工程と
、を含むことができる。
【００２７】
　酸と酸分解性成分とを別個に保存する結果、いくつかの異なる組成物を生成することが
できる。一例では、第１の酸（Ａ１）を第１の酸保存容器に保存し、第２の酸（Ａ２）を
第２の酸容器に保存し、第１の酸分解性成分（ＡＤＣ１）を第１の成分保存容器に保存し
、第２の酸分解性成分（ＡＤＣ２）を第２の成分保存容器に保存することができる。この
ような例では、第１の酸を含む少なくとも５つの組成物が可能である（例えば、Ａ１＋Ａ
ＤＣ１、Ａ１＋Ａ２＋ＡＤＣ１、Ａ１＋Ａ２＋ＡＤＣ１＋ＡＤＣ２、Ａ１＋Ａ２＋ＡＤＣ
２、Ａ１＋ＡＤＣ２）。このように処理に融通性があるので、この方法で形成可能な異な
る組成物の数は、保存されている酸と酸分解性成分との数を上回る。
【００２８】
　その結果、本開示によって、複数の選択可能な組成物から選択された組成物を提供する
方法も提供される。この方法は、酸保存容器に少なくとも１つの酸を保存する工程と、成
分保存容器に少なくとも１つの酸分解性成分を保存する工程と、選択された組成物の要求
を受信する工程と、選択組成物の選択に応答して、酸と酸分解性成分が一緒に混合されて
、酸及び酸分解性成分を含む選択組成物を形成するように、分配される組成物の任意の体
積に対して所定の比率で、酸保存容器からの少なくとも１つの酸と、成分保存容器からの
少なくとも１つの酸分解性成分とを連続的に自動的に分配する工程と、を含むことができ
る。代替実施形態では、選択組成物を提供する際に、任意の分解成分と任意の分解成分に
よって分解可能な任意の成分など、別個に保存し、次に混合して選択組成物を形成するの
に適切な任意の成分を使用することができる。
【００２９】
　複数の選択可能な組成物から選択された組成物を提供するこの方法は、モータ油、ガソ
リン、洗浄液又は混合物、化粧品、顔料、又はインクを含むが、これに限定されない組成
物を提供する実施形態に使用することができる。例えば、修理工の店などのモータ油を分
配する用途では、異なる等級又はタイプ（例えば、普通又は合成）のモータ油を提供させ
ることが望ましいことがある。このような場合、複数の選択可能なモータ油は、酸容器に
酸を保存し、成分保存容器に酸分解性成分を保存し、特定のタイプのモータ油の選択に応
答して、酸と酸分解性成分が一緒に混合され、選択されたモータ油を形成するように、所
望のモータ油の任意の体積に対して所定の比率で酸と酸分解性成分を連続的に自動的に分
配する。一般的に、本開示の方法は、選択肢の受信に応答して、自動的かつ連続的に分配
することによって、別個に保存された成分から形成できる複数の組成物から選択可能な組
成物の任意の選択肢を提供するのに適切である。
【００３０】
　組成物が飲料である実施形態では、いくつかの異なる飲料を生成することもでき、本開
示は、複数の選択可能な飲料から選択された飲料を提供する方法も含む。特定の実施形態
では、複数の選択可能な飲料から選択された飲料を提供する方法は、いくつかの飲料成分
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保存容器のそれぞれにいくつかの非甘味料飲料成分濃縮物を別個に保存する工程であって
、非甘味料飲料成分濃縮物の数は２つ以上である工程と、複数の選択可能な異なる飲料か
ら選択された飲料の要求を受信する工程と、選択飲料の選択に応答して、少なくとも２つ
以上の非甘味料飲料成分濃縮物と希釈剤との任意の組合せを容器に自動的に分配する工程
とを含む。非甘味料飲料成分濃縮物と希釈剤とは、一緒に混合されて、選択された飲料を
形成する。また、非甘味料飲料成分濃縮物と希釈剤とは、任意の量の分配飲料に対して所
定の比率で連続的に分配される。特定の実施形態では、非甘味料飲料成分濃縮物の数は３
つ以上、４つ以上、５つ以上、又はさらにそれ以上である。
【００３１】
　他の特定の実施形態では、非甘味料飲料成分濃縮物は、食用酸濃縮物及びフレーバー油
の濃縮物、フレーバー化学物質、天然フレーバー抽出物、キャラメル、保存料、カフェイ
ン、ビタミン、他の機能性添加物又は任意の他の適切な添加物及びその組合せを含むが、
これに限定されない。適切な希釈剤は、シロップ、カロリー甘味料、ノンカロリー甘味料
、水、炭酸水、及びその組合せを含むが、これに限定されない。
【００３２】
　非甘味料飲料成分濃縮物を別個に保存した結果、これらの成分の任意の組合せを生成す
ることができ、選択可能な飲料の数は、保存されている非甘味料飲料成分の数を上回るこ
とができる。例えば、第１の飲料成分保存容器がコーラフレーバーを含み、第２の飲料成
分保存容器がチェリーフレーバーを含み、第３の飲料成分保存容器がバニラフレーバーを
含むことができる。このような実施形態では、様々な選択可能な飲料は、コーラ、チェリ
ーフレーバー入りコーラ、チェリー及びバニラフレーバー入りコーラ、及びバニラフレー
バー入りコーラを含むことができるが、これに限定されない。希釈剤源が、カロリー甘味
料及びノンカロリーフレーバー、さらには炭酸水などのいくつかの希釈剤を含む場合、選
択可能な飲料の多様性はさらに増加する。このような実施形態では、様々な選択可能な飲
料を、例えば、コーラ、チェリーフレーバー入りコーラ、チェリー及びバニラフレーバー
入りコーラ、及びバニラフレーバー入りコーラの「レギュラ」、「中カロリー」、又は「
ダイエット」タイプとして分配することができる。
【００３３】
　選択された飲料を提供するこの方法は、瓶詰め工場の用途、ポストミックス式用途、店
内の用途、及び自動販売機の用途など、製造用途に使用することができる。特定の実施形
態では、非甘味料飲料成分濃縮物は、非甘味料飲料成分濃縮物が飲料中に、飲料の体積部
分と非甘味料飲料成分濃縮物の体積部分とに基づいて約１，０００，０００：１から約５
：１の範囲の比率で存在するように、混合されて飲料を形成することができる。特に、非
甘味料飲料成分濃縮物は飲料中に、飲料の体積部分と非甘味料飲料成分濃縮物の体積部分
とに基づいて２，０００：１から約７５：１の範囲の比率で存在する。特に、非甘味料飲
料成分濃縮物は飲料中に、飲料の体積部分と非甘味料飲料成分濃縮物の体積部分とに基づ
いて３００：１から約７５：１の範囲の比率で存在する。
【００３４】
　他の実施形態では、複数の選択可能な飲料から選択された飲料を選択的に調製する装置
も提供される。図１は、本発明の方法の実施形態を実行する際に使用するために本発明の
ある実施形態により製造された装置１０を示す。本発明を、飲料ディスペンサである装置
１０に関して説明するが、本発明は濡れていても乾燥していても任意のタイプの成分の組
合せに適用可能である。本発明の実施形態に適切なディスペンサ１０の例としては、ポス
トミックス式ディスペンサ、自動販売機のディスペンサ、店内のディスペンサ、又は瓶詰
め工場の飲料ディスペンサが挙げられるが、これに限定されない。装置１０は、複数の飲
料成分保存容器Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮ、第１の希釈剤源１４、及び第２の希釈剤源１
６を備える。また、装置１０は、ユーザインタフェース１８及びディスペンサノズル２０
を備える。
【００３５】
　飲料成分保存容器Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮは、それぞれ、袋、タンク、箱、又は非甘
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味料飲料成分濃縮物の保存に適切な任意の容器を備えることができる。飲料成分保存容器
Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮは、従来のバッグインボックス式容器などで遠方に配置されて
いるのとは異なり、飲料ディスペンサ１０自体の内部に配置することができる。任意の他
のタイプの保存装置も使用することができる。
【００３６】
　第１の希釈剤源１４及び第２の希釈剤源１６はそれぞれ、カロリー甘味料、ノンカロリ
ー甘味料を含むがこれに限定されない飲料甘味料の補給品、又はシロップ、水、炭酸水、
任意のタイプの飲料希釈剤の補給品、又はその組合せを含むことができる。この実施形態
では、第１の希釈剤源１４が飲料甘味料源を備え、第２の希釈剤源１６が炭酸水源を備え
る。他の実施形態では、装置１０は１つの希釈剤源を、あるいは３つ以上の希釈剤源を備
えることができることを理解されたい。
【００３７】
　本発明の特定の実施形態によれば、第１の飲料成分保存容器Ｃ１は、第１の酸を保存す
る酸保存容器であってもよい。また、複数の残りの飲料成分保存容器Ｃ２，．．．，ＣＮ

は、複数の酸分解性飲料成分を保存することができる。複数の選択可能な飲料からユーザ
インタフェース１８を通して飲料が選択されると、酸及び１つ又は複数の酸分解性飲料成
分が、選択に応答して自動的に分配され、選択された飲料を形成する。いくつかの実施形
態では、希釈剤源１４、１６は任意選択であるか、又は全く存在しなくてよい。さらに特
定の実施形態では、第１の酸が第１の食用酸を含み、複数の酸分解性飲料成分が食用酸分
解性飲料成分を含むことができる。
【００３８】
　他の実施形態では、飲料保存容器Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮは、複数の酸を保存する複
数の酸保存容器、及び複数の酸分解性飲料成分を保存する複数の飲料成分保存容器を備え
ることができる。複数の選択可能な飲料からユーザインタフェース１８を通して飲料が選
択されると、１つ又は複数の酸及び１つ又は複数の酸分解性飲料成分が、選択に応答して
自動的に分配され、選択された飲料を形成する。また、いくつかの実施形態では、希釈剤
源１４、１６は任意選択であるか、又は全く存在しなくてもよい。さらに特定の実施形態
では、複数の酸が複数の食用酸を含み、複数の酸分解性飲料成分が食用酸分解性飲料成分
を含むことができる。
【００３９】
　複数の選択可能な飲料を提供する上に、装置１０は酸と酸分解性飲料成分を別個に保存
できるようにし、それ故、飲料が新鮮なうちに、酸分解性飲料成分が酸によって有意に分
解せずに、飲料を最終消費者に提供できるようにする。
【００４０】
　本発明の他の実施形態によると、飲料成分保存容器Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮは、２つ
以上の非甘味料飲料成分濃縮物の保存に使用することができる。複数の選択可能な飲料か
らユーザインタフェース１８を通して飲料が選択されると、２つ以上の非甘味料飲料成分
濃縮物、甘味料、及び希釈剤の任意の組合せが、選択に応答して自動的に分配され、選択
された飲料を形成する。代替実施形態では、甘味料は希釈剤源１６によって供給すること
ができ、それ故、装置１０は甘味料源１４を備えなくてもよい。さらに他の実施形態では
、非甘味料飲料成分の数は３つ以上又は４つ以上、又は５つ以上などである。また、本発
明の実施形態は、飲料、モータ油、ガソリン、洗浄液又は混合物、化粧品、顔料、又はイ
ンクを含むが、これに限定されない様々な組成物の製造に使用することができる。
【００４１】
　特定の実施形態では、ディスペンサ１０は非甘味料飲料成分濃縮物、甘味料、及び希釈
剤を連続的に所定の比率で分配飲料の任意の量を分配する。それ故、任意の量の分配飲料
について、同じ体積比の各成分が常に残る。例えば、装置１０はさらに、非甘味料飲料濃
縮物、甘味料、及び希釈剤を選択された各飲料の設定体積比で給送するポンプを備えるこ
とができる。それ故、飲料成分保存容器Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮ、第１の希釈剤源１４
、及び第２の希釈剤源１６はそれぞれ、ポンプ又は計量装置（図示せず）とそれぞれ連通
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することができる。制御装置（図示せず）がポンプ及び計量装置を制御することができる
。
【００４２】
　ポンプは従来の電磁ポンプ、容積式ポンプ、又は同様のタイプの装置であってもよい。
容積式ポンプは、飲料成分保存容器Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮに保存することができる濃
縮率が高い方の成分の部分制御を提供する。容積式ポンプの動作の例が、２００６年３月
６日にＨｕｇｈｅｓ他によって米国特許庁に出願された「Ｐｕｍｐ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｗｉ
ｔｈ　Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　Ｃｕｒｖｅ」と題した共有の米国特許出願第１１／２７
６，５４８号に開示されている。その開示は、参照により全体を本明細書に組み込むもの
とする。また、ポンプ及び計量装置は分配ノズル２０と流体連通することができる。
【００４３】
　分配ノズル２０は、いくつかの流体を同時に混合することができるマルチフレーバー分
配弁であることが好ましい。本明細書で使用できる分配ノズル２０の例が、「Ｄｉｓｐｅ
ｎｓｉｎｇ　Ｎｏｚｚｌｅ」と題した共有の米国特許出願第１０／２３３，８６７号（米
国特許公開ＵＳ２００４／００４０９８３Ａ１号）、及び２００６年３月６日にＺｉｅｓ
ｅｌ他によって米国特許庁に出願された「Ｄｉｓｐｅｎｓｉｎｇ　Ｎｏｚｚｌｅ　Ａｓｓ
ｅｍｂｌｙ」と題した共有の米国特許出願第１１／２７６，５５１号に示され、これは両
方とも参照により全体を本明細書に組み込むものとする。
【００４４】
　分配ノズル２０がマルチフレーバー分配弁である特定の実施形態では、分配弁２０は、
飲料成分保存容器Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮ、第１の希釈剤源１４、及び第２の希釈源１
６のうちのいくつか又は全部と流体連通する流量指示器を含むことができる。分配弁はさ
らに、飲料成分保存容器Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮのいくつかと流体連通する複数の導管
を有する第３の流量アセンブリを含むことができる。この第３の流量アセンブリは、流量
指示器からの流体の流れと導管からの流体の流れが、交差するか、又は相互に隣接するよ
うに構成されるように、流量指示器の隣に配置することができる。このように配置するこ
とにより、飲料成分と希釈剤を混合して、選択された飲料を形成することができる。複数
の導管は、そこを通る所期の流れの性質に応じて様々なサイズ及び構成を有することがで
きる。本発明の実施形態に使用するのに適切なディスペンサ及び分配ノズルの例は、２０
０６年３月６日にＣａｒｐｅｎｔｅｒ他によって米国特許庁に出願され、「Ｂｅｖｅｒａ
ｇｅ　Ｄｉｓｐｅｎｓｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ」と題した共有の米国特許出願第１１／２７
６，５５０号、及び２００６年３月６日にＲｕｄｄｉｃｋ他によって米国特許庁に出願さ
れ、「Ｊｕｉｃｅ　Ｄｉｓｐｅｎｓｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ」と題した米国特許出願第１１
／２７６，５４９号に見ることができ、これらは参照により全体を本明細書に組み込むも
のとする。
【００４５】
　ユーザインタフェース１８は、キーパッド又はタッチパッドなどのユーザ入力手段、処
理装置、メモリ装置、及び制御装置を含むことができるが、これに限定されない。ユーザ
インタフェース１８は、ユーザがユーザ入力手段及びユーザインタフェースを介して複数
の飲料又は飲料成分から選択でき、次にレシピ又はインタフェースに記憶された他の飲料
パラメータに従って装置１０の他の構成要素を操作して、ユーザの選択に従って、適切な
飲料成分を所定の比率で分配する飲料を任意の量だけ連続的に送出するようにプログラム
される。それ故、ユーザは飲料の成分を変更することができる。いくつかの実施形態では
、ユーザは、好みに応じて飲料又は添加物の強度も変更することができる。したがって、
消費者は飲料の完全な「レシピ」を提示することができる。それ故、装置１０は消費者に
、好みに応じて飲料の成分を変更することによって、多数のタイプの飲料を所望に応じて
生成し、混合する能力を提供する。
【００４６】
　次に、ユーザインタフェース１８は、制御装置とともに個々のポンプ及び／又は計量装
置に命令して、適切な成分を適切な割合でディスペンサノズル２０に所与の流量で分配す
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る。例えば、選択された飲料に対して、第２の飲料成分及び第３の飲料成分を、それぞれ
第２の飲料保存容器Ｃ２及び第３の飲料保存容器Ｃ３からマルチフレーバー分配アセンブ
リの第３の流量アセンブリの個々の導管に給送する間に、第１の飲料保存容器Ｃ１からの
第１の飲料成分及び希釈剤を、マルチフレーバー分配弁の流量指示器に給送することがで
き、マルチフレーバー分配アセンブリで、３つの飲料成分と希釈剤が混合されて、選択さ
れた飲料を形成する。飲料成分の強度をユーザが変更できる実施形態では、導管を拡大又
は縮小して、選択可能な強度を有する飲料成分の流量を変更することができる。
【００４７】
　ポンプ及び計量装置は、流量を変更するために所望に応じてパルスオン／パルスオフす
ることができる。このようなパルス状の動作は、例えば、成分の混合を確実にする。飲料
は、分配ノズル２０、または飲料成分保存容器Ｃ１，Ｃ２，．．．，ＣＮ、第１の希釈剤
源１４、及び第２の希釈剤源１６の下流など（例えば、裏の部屋、インラインなど）で混
合することができる。異なる流量及び流れのタイミングを使用することができ、例えば、
早期又は後期に特定の流体の流れを添加したり、特定の流体の流れをパルス状にしたりす
ることができる等である。選択された飲料を選択して、分配するプロセスについて、図２
及び図３を参照しながら以下でさらに詳細に検討する。
【００４８】
　他の実施形態では、ユーザインタフェース１８は、選択飲料に対する要求を受信する無
線信号受信器及び／又はユーザがユーザインタフェースと無線で通信できるようにする無
線信号送信器も含むことができるが、これに限定されない。また、ユーザインタフェース
１８の特定の実施形態は、ユーザが現金以外の種々の方法を使用して飲料を購入できるよ
うに、プリペイドカード読み取り装置、クレジットカード読み取り装置、デビットカード
読み取り装置、又はスマートカード読み取り装置を含むことができる。また、ユーザイン
タフェース１８のいくつかの実施形態は、ユーザ以外の誰か（すなわち、子供）が分配さ
れる飲料を選択できるようにするか、又は選択可能な飲料のいくつかの選択を防止する親
制御装置を含むことができる。
【００４９】
　図２は、様々な製品又は製品成分の選択肢及び添加物の選択肢から選択可能な飲料を選
択するユーザ入力手段２４の１つの実施形態を示す。ユーザ入力手段２４は、ユーザによ
って選択できる複数のボタンを有するキーパッドを備える。第１の列のボタンは、製品ボ
タンＢ１，Ｂ２，．．．，ＢＭを備える。第２の列のボタンは、添加物のボタンＡ１，Ａ

２，．．．，ＡＬを備える。第３の列のボタンは、飲料サイズボタン２６及び連続フロー
ボタンＦを備える。また、注入ボタンＰが設けられる。代替実施形態は、例えば、ボタン
を少なくするか、タイプのボタンを省略するか、ボタンを多くするか、又は選択の取り消
し又は栄養情報の表示のためのボタンなど、様々な機能のボタンを含むことができること
を理解されたい。ユーザ入力手段は、また、発光ダイオード（ＬＥＤ）表示装置、グラフ
ィカルインタフェースなどの表示手段２８、又はディスペンサの統計又はトラブルシュー
ティング情報などの情報をユーザに表示する通信装置も含む。
【００５０】
　各製品ボタンＢ１，Ｂ２，．．．，ＢＭは、異なるベース製品又は製品成分に関連させ
ることができる。各ベース製品又は製品成分は、飲料成分保存容器Ｃ１，Ｃ２，．．．，
ＣＮに保存された１つ又は複数の非甘味料飲料濃縮物、１つ又は複数の酸、１つ又は複数
の酸分解性飲料成分、又はその組合せを含むことができる。例えば、第１の製品ボタンＢ

１は、コーラのラベルを付けて、両方を一緒に希釈剤と混合するとコーラ飲料を形成する
第１の飲料成分保存容器Ｃ１に保存された第１の非甘味料飲料成分濃縮物及び第２の飲料
成分保存容器Ｃ２に保存された第２の非甘味料飲料成分濃縮物に関連させることができる
。他の製品ボタンＢ２，．．．，ＢＭもそれぞれ、第１の飲料成分保存容器Ｃ１又は第２
の飲料成分保存容器Ｃ２又は他の飲料成分保存容器Ｃ３，．．．，ＣＮに保存された成分
に関連させることができる。製品ボタンＢ１，Ｂ２，．．．，ＢＭのラベルの他の例とし
ては、レモンライムコーラ、ダイエットコーラ、及びジュースが挙げられるが、これに限
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定されない。
【００５１】
　各添加剤ボタンＡ１，Ａ２，．．．，ＡＬも、飲料成分保存容器Ｃ１，Ｃ２，．．．，
ＣＮに保存された１つ又は複数の非甘味料飲料濃縮物、１つ又は複数の酸、１つ又は複数
の酸分解性飲料成分、又はその組合せと関連させることができる。例えば、第１の添加剤
ボタンＡ１は、「バニラ」とラベルを付けて、第１の飲料成分保存容器Ｃ１に保存された
バニラフレーバー飲料成分濃縮物を含む第１の非甘味料飲料成分濃縮物に関連させること
ができる。他の添加剤ボタンＡ２，．．．，ＡＬはそれぞれ、他の飲料成分保存容器Ｃ２

，．．．，ＣＮに保存された成分とも関連させることができる。添加剤ボタンＡ１，Ａ２

，．．．，ＡＬのラベルの他の例としては「ライム」、「チェリー」、及び「ブラックチ
ェリー」が挙げられるが、これに限定されない。
【００５２】
　飲料サイズボタン２６は、それぞれ装置１０から分配できる所定の量の飲料に関連する
。例えば、飲料サイズボタンＬは「大」サイズ飲料の分配に関連し、飲料サイズボタンＭ
は「中」サイズ飲料の分配に関連し、飲料サイズボタンＳは「小」サイズ飲料の分配に関
連する。分配される飲料の実際の相対的体積は、例えば、装置の製造業者又は装置の所有
者が調節又は設定することができる。
【００５３】
　フローボタンＦは、装置１０の連続的注入モードに関連する。すなわち、所定の量の成
分が組み合わせられる従来のバッチ作業とは反対に、装置１０は、任意の体積を注入する
ために連続的な混合及び流れを正確な比率で提供する。この連続的な混合及び流れの方法
は、各サイズの飲料について所定の分配時間を設定することによって、飲料サイズボタン
の選択により選択された特定のサイズの飲料の分配にも適用することができる。適切な成
分を適切な割合で所与の流量だけ分配するこの能力は、非甘味料飲料成分濃縮物及び希釈
剤のそれぞれに個々のポンプ及び／又は計量装置を使用することによる。
【００５４】
　所望の製品又は製品成分、添加剤、及び飲料サイズ又は流量モードが選択されると、ユ
ーザは注入ボタンＰを選択することができ、これが分配ノズル２０からの選択飲料の分配
を起動する。
【００５５】
　ユーザ入力手段２４の他の実施形態も、本発明の使用に適切であることを理解されたい
。本発明の実施形態に適切なユーザ入力手段２４の例は、例えば、タッチスクリーンモニ
タ又はコンピュータを含むユーザ入力手段を含む。さらに、ユーザ入力手段２４は、プロ
グラムされたユーザの嗜好、プログラムされた事前選択飲料、プログラムされた事前選択
量、又は時刻及び／又は物理的位置に基づいてプログラムされた選択肢も含むことができ
るが、これに限定されない。
【００５６】
　装置１０及びユーザ入力手段２４の動作に関する記述が、以下にさらに詳細に説明され
、図３のフローチャートに示されている。このフローチャートは、ユーザが選択可能な種
々の飲料を製造し、分配する方法の１つの実施形態を示す。フローチャート３０はステッ
プ３２で開始し、ユーザが製品ボタンＢを選択したか否かを処理装置が判定する。製品ボ
タンＢがユーザに選択されている場合、ステップ３４へと進み、プロセッサは、所望の製
品又は製品成分を構成する非甘味料飲料成分濃縮物、酸、又は酸分解性飲料成分に関連す
る弁を起動するために、制御装置に送信される適切なルーチン及び信号を準備してから、
ステップ３６へと進む。製品ボタンＢが選択されていない場合、すぐにステップ３６へと
進む。相互に「適合性」がない複数の製品又は製品成分が選択されたいくつかの実施形態
（図示せず）では、処理装置は、ユーザに、選択された製品又は製品成分が「一緒に選択
可能ではない」ことを示すことができる。例えば、処理装置は、「適合性がない」成分を
混合することになる２つの製品ボタンが選択された場合、信号を送信して表示手段２８に
エラーメッセージを表示することができる。製品又は製品成分の適合性は、例えば、飲料
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製造業者が設定又は推奨するか、又は予め決定することができる。
【００５７】
　ステップ３６で、処理装置は、添加剤ボタンＡがユーザに選択されたか否かを判定する
。添加剤ボタンＡが選択されている場合、ステップ３８へと進み、処理装置は、所望の添
加剤を構成する非甘味料飲料成分濃縮物、酸、又は酸分解性飲料成分に関連する弁を起動
するために、制御装置に送信される適切なルーチン及び信号を準備してから、ステップ４
２へと進む。添加剤ボタンが選択されていない場合、ステップ４０へと進む。ステップ４
０では、製品ボタンＢも添加剤ボタンＡも選択されていない場合、ステップ３２へと戻る
。製品ボタンＢがステップ３２で選択された場合、プロセスはステップ４２へと進む。い
くつかの実施形態（図示せず）では、選択された添加剤が相互に、又は選択された製品又
は製品成分と「適合性」がないことがあり、処理装置はユーザに、選択された製品又は製
品成分が「一緒に選択可能ではない」ことを示すことができる。添加剤の相互の、及び製
品又は製品成分との適合性は、例えば、飲料製造業者が設定又は推奨するか、又は予め決
定することができる。
【００５８】
　ステップ４２で、処理装置はサイズボタン２６が選択されているか否かを判定する。サ
イズボタン２６が選択されている場合、ステップ４４へと進み、処理装置は、選択された
製品ボタンＢ及び添加剤ボタンＡに関連する非甘味料飲料成分濃縮物、酸、又は酸分解性
飲料成分に関連するポンプ及び／又は計量装置を起動するために、制御装置に送信される
適切なルーチン及び信号を準備する。選択された飲料及び選択された飲料サイズに対して
所定の分配時間だけ所定の流量で給送又は計量が実行されるように、選択された飲料を形
成するために分配される非甘味料飲料成分濃縮物、酸、又は酸分解性飲料成分に関連する
ポンプ及び／又は計量装置の起動を、処理装置にプログラムすることができる。また、非
甘味料飲料成分濃縮物、酸、又は酸分解性飲料成分の分配は、実質的に同時であってもよ
いし、又は順番にすることができる。例えば、飲料が時期尚早に停止した場合に過量効果
がないように、最小飲料サイズの約８０％が注入されると、添加物を含む成分を添加する
ことができる。サイズボタン２６が選択されていない場合、プロセスはステップ４６へと
進む。
【００５９】
　ステップ４６では、プロセスは、フローボタンＦが選択されているか否かを判定する。
フローボタンＦが選択されている場合、プロセスはステップ５０へと進み、処理装置は、
選択された飲料を形成する非甘味料飲料成分濃縮物、酸、又は酸分解性飲料成分に関連す
るポンプ及び／又は計量装置を連続注入モードで起動するために、制御装置に送信される
適切なルーチン及び信号を準備する。特定の実施形態では、ステップ５２で注入ボタンが
押下された場合に、適切なポンプ及び／又は計量装置を実質的に同時に所定の流量で起動
して、任意の体積で所望の製品を生成するように、流量をプログラムすることができる。
フローボタンが選択されていない場合、処理装置は表示手段２８に信号を送信して、ステ
ップ４８でユーザに飲料サイズ又は流量モードを選択するように促す。
【００６０】
　ステップ５２で、処理装置は注入ボタンＰが押下されているか否かを判定する。注入ボ
タンＰが押下されている場合、ステップ５４へと進み、処理装置は、選択された飲料のた
めに準備した適切なルーチン及び信号を制御装置に送信する。次に、制御装置は、適切な
弁、ポンプ及び／又は計量装置を起動して、所望の飲料を選択されたサイズで、又は連続
的注入で自動的に分配する。
【００６１】
　ユーザ入力手段２４の使用及び上述した方法３０の図を、ユーザがバニラフレーバー入
りコーラの大を所望する例で詳細に示すことができる。この例では、装置は、第１の食用
酸濃縮物を保存する第１の酸保存容器、及び第１の食用酸分解性飲料成分濃縮物を保存す
る第１の飲料成分保存容器を備える。第１の食用酸濃縮物及び第１の食用酸分解性飲料成
分濃縮物は、一緒に混合されるとコーラのベース製品飲料を形成する。第２の飲料成分保
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料を製造するために使用可能な非甘味料飲料成分濃縮物、酸及び／又は酸分解性成分を保
存する他の飲料保存容器も備える。
【００６２】
　所望の飲料の選択を開始するには、ユーザは「コーラ」というラベルが付いた製品ボタ
ンを選択する。処理装置は、コーラ製品の選択信号を受信し、第１の酸保存容器及び第１
の飲料成分保存容器に関連する弁を起動するために制御装置に送信されるルーチン及び信
号を準備する。次に、ユーザは「バニラ」というラベルが付いた添加物ボタンを選択する
。処理装置は、バニラ添加物の選択信号を受信し、第２の飲料成分保存容器に関連する弁
を起動するために、制御装置に送信されるルーチン及び信号を準備する。次に、ユーザは
「Ｌ」サイズボタンを選択する。処理装置は、飲料の大の選択信号を受信し、バニラコー
ラの大を生成する第１の酸保存容器、第１の飲料成分保存容器、及び第２の飲料保存容器
に関連するポンプ及び／又は計量装置を起動するために、制御装置に送信されるルーチン
及び信号を準備する。その後、ユーザは注入ボタンを押下し、第１の酸濃縮物、第１の酸
分解性飲料成分濃縮物、及びバニラフレーバー濃縮物を所定の流量で所定の分配時間だけ
給送及び／又は計量して、バニラコーラの大を形成するための適切な各々の割合を提供す
るために、制御装置にルーチン及び信号が送信される。
【００６３】
　また、本発明の方法は、さらに、希釈剤を提供するために１つ又は複数の希釈剤源の弁
及びポンプを起動する工程を含むことができる。また、注入ボタンＰを選択する前の処理
装置のステップ、ステップ３４、３８、４４及び５０を、それぞれステップ５４と組み合
わせてもよいことを理解されたい。すなわち、Ｐボタンが押下されると、処理装置は全ボ
タンの選択をチェックし、次に適切なルーチン及び信号を準備して、制御装置に送信する
。
【００６４】
　他の実施形態では、ユーザが、強度セレクタボタンで製品又は添加剤の強度を調節する
ことを可能にすることができる。インタフェース１８の他の詳細な構造及びプログラミン
グは、当業者なら周知のものであるので、本明細書ではこれ以上の説明は省略する。
【００６５】
　以上は本発明の特定の実施形態に関連し、特許請求の範囲で定義される通りの本発明の
範囲から逸脱することなしに、多くの変更ができることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明のある実施形態により製造された種々の飲料を製造し、分配する装置の概
略図である。
【図２】本発明のある実施形態により製造された、種々の製品又は製品成分の選択肢と添
加物の選択肢から選択可能な飲料を選択するユーザ入力手段の概略図である。
【図３】ユーザが選択可能な種々の飲料を製造し、分配する方法の１つの実施形態を示す
フローチャートである。
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